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日
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Ｈ
Ｋ

「奇
跡
の
レ

ッ
ス
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い
う
番
組
を
見
た
，
身
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一
大
①
セ

ン
チ
で
あ
り
な
が
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Ｎ
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で
十
四
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間
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ス
タ
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プ
レ
イ

ヤ
ー
と
し
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・

ボ
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グ
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携
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⑥
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。

①
児
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ら
れ
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。

○
教
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図
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学
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携
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Ｏ
教
職
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の
心
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の
健
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保
持

の
た
め
、
研
修
会
を
開
催
し

メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
ケ
ア
を
推

進
す
る
ｃ



卒業』
子どもたちが主体的に復興に寄与する社会体験活動に取

り組むことを通して、新生ふくしまを担うたくましい子ど
もたちの育成を図る。

(2)『ふくしまの未来をひらく読書のカ プロジェクト』
県全体の読書活動について検討する場や中高生の情報能

力を県内外に発信する場を設定することにより、より良い
読書環境づくりを進めていく。
ア 読書活動支援者育成事業
○ 地区別研修会 (会津域内において 2回開催)

※ 読書ボランティア、学校司書等の人材育成と資質
向上

イ 子どもの読書活動推進ネットワークフォーラム (9月
郡山市)

ウ 情報発信プロジェクト (中、高校生によるビブリオバ
トル)

ア 地域学校協働活動事業(県内8つの中学校区で実施)

学校と地域住民等との連携協力体制づくりを促進する。
イ 放課後子ども教室事業 (会津域内 10市町村で実施)

地域住民の参画を得て放課後等の活動拠点をつくる。
ウ 学校支援事業 (会津域内 5市町村で実施)

地域コミュニティの活性化と地域社会全体の教育力向
上を図る。

工 学校・家庭・地域連携サポー ト事業
○ 学校支援実践研修会 (会津域内で 1回 開催)

○ 放課後子ども教室研修会 (会津域内で 1回開催)

バヽくしまから

はじめよう。

Future FrOm Fukushima

【重点3】 家庭における教育を支1援します
(1)『地域でつながる家庭教育応援事業』

ア「家庭教育応援プロジェクトJ

O 地域家庭教育推進会津地区ブロック会議(6月 ・1月 )

地域の課題について、 PTAと 連携しながら家庭に
おける実践につなげる。

○ 親子の学び応援講座
連 Pと連携し、親の学び・家庭での実践活動を支援

する。
○ 家庭教育応援企業推進活動

家庭教育の推進に取り組む企業を募集し、企業と連
携し、地域の家庭教育を推進する。

① フォローアップ研修 (会津域内で 1回開催)

地域の家庭教育支援者の技術の向上に努める。
イ「家庭教育応援リーダー育成事業」
○ 家庭教育支援者全県研修 (フ 月 郡山市で実施予定)

12)『ふくしまを十七字で秦でよう絆ふれあい支援事業』
子どもと大人あるいは子ども同士のペアで、自然・社会

体験活動などの共通体験を通 tン て、お互いが感じた思いや
願い、震災体験、復興・復旧へ、の思い等を作品にする。(応

募期間 !7～ 9月 )

【重点 4】 自然に親しみ自然を尊重する心を|よ ぐくみます
(1)『ふくしまっ子自然体験・交流活動支援事業』

充実した自然体験活動等を行う機会を提供し、子どもた
ちの豊かな人間性や生きる力の育成を図る。
ア 社会教育団体自然体験活動支援事業
イ ふくしまつ子体験活動応援補助事業

(1)(新 )『地域学校

! 島暫審答教箸寄モト満晶罫扇
』
あ望奏盲擢ご雇鍵奮導額鳥餐塀

ランを受けて、以下の4項目を最重点項目として幼小中高等
学校を支援します。詳しくは「会津教育事務所 経営・運営
ビジョン」(教育事務所HPにも掲載)を ご覧ください。

上 子どもたちの豊かなこころの育成
◎ 道徳教育全体計画別葉等を活用した道徳教育の充実

・別葉の積極的な活用に向けた具体的な指導
。「道徳の教科化Jに対応した授業改善を図る指導助言
。「私たちの道徳」や県資料集を活用した授業の促進

◎ いじめ等の問題行動の未然防止と早期解決、問題行動
発生時の的離な対応
・学校いじめ防止基本方針を基にした、いじめの防止対
策及び問題行動への組織的な対応についての指導助言

◎ 不登校防止や減少・復帰に向けた組織的な取組等の推進
・不登校対応資料Vo15「豊かな学校生活のために」の活用
・相談・支援体制の整備と学校訪問等による支援

2 子どもたちの生き抜く力を支える「確かな学力」の育成
◎ 「確かな学力」の向上を図る継続的な検証改善サイク

ルの確立
・ PDCAサ イクルを明確にした学力向上グランドデザ

インの全職員の共通理解に基づいた確実な実践と改善
に向けた指導

◎ 「確かな学力」の向上を図る授業づくり
。「授業スタンダー ド」を基盤とした授業実践の指導助言
・学びのスタンダー ドパイロット校、コアティーチャー
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等による授業研究会や学力調査結果を生かした授業や :
研修会の工夫

◎ 「確かな学力」の向上を支える基盤づくり
。学習習慣や生活習慣の確立への指導助言
・授業と家庭学習のサイクル確立への指導助言

3 子どもたちの健やかな体の萱成
◎ 「体力向上」や「運動の習慣化」を図る授業や体育的
活動の充実
。児童生徒に運動の楽しさを味わわせ、体力向上を図る
体育や保健体育の授業の推進

◎ 「体力向上・肥満防 IL」 (リ ーフレット)に基づく食育
の充実
・各校の食育全体計画に基づく食育の共通実践に向けた

指導
◎ 「自分手帳」や「体力向上・肥満防止」(リ ーフレット)

を活用した健康教育の推進
・肥満防止に向け家庭と連携した組織的な取組の推進

4「地域で共に学び、共に生きる1教育」の推進
◎ 全職員の連携・協働による組1織的な校内支援体制の充実
・一員性や系統性のある支援体制づくりに向けた指導助言

◎ 一人一人のニーズに応じた指導の充実
・教員の専門性や指導力、相談技能の向上を図る校内研
修等への支援

◎ 家庭・地域及び関係機関との連携強化
。SCや SSW、 関係機関、特別支援学校のセンター的
機能の積極的な活用の推進に向けた指導助言

ろ、ヽブ ね
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「園十寧枝+家庭+地願〓猪苗代の子どもにち」

猪苗代町は、平成29年 4月

に『第七次猪苗代町振興計画』

が『ともに地域を育て、みんな

が″亡ヽ地よく暮らせるまち猪苗

代』を基本理念としてスタートしました。本町の教

育委員会基本目標は、野口英世博士の遺訓と歴史の

教訓を生かし、地域の文化・特性に学び未来を拓く

猪苗代の子ども、人材の育成を目指しています。

そのために教育委員会では、次の4つ を重点に力

を入れて取り組みます。

① 教育内容の充実

「生きる力」、「確かな学力J、「健やかな体」を育

む教育活動を、園、学校、家庭、地域が一体とな

って推進することにより「家庭の教育力」の回復

を図ります。

② 学校施設の長寿命化と適正配置

学校施設は、園児、児童生徒の学習や生活の場

猪苗代町教育委員会教育長 宇 南 山 忠 明

であるとともに、非常災害時における地域住民の

避難場所としての役割を担っています。そのた

め、安全で安″じ、して学ぶことができる環境の整備

を推進していくため老朽化した学校施設の長寿命

化と適正配置に勤めますc特に、町内3中学校の

統合を、平成 34年度スター トを目標に行いま

す。

③ 教育相談体制の充実

各校が抱える教育の実態や課題について把握

し、いじめ、不登校・体罰等の未然防止や早期解

決を図るため、教育相談体制を充実させます。

④ 園児及び児童・生徒の1樫康づくり

健康な″亡、と′亡、身を育むため、家庭や地域と連携

し、健康づ くりを推進 します。また、食を通 じて

地域の食文化の継77Kと 、地産地消の推進に努めま

す。

謎の巨大山城

会津美里町は、会津若松市の南西に位置する町

で、平成 17年 に会津本郷町・会津高田町 。新鶴村

が合併 して誕生した町です。

これまでに行われた発掘調査の成果や古い時代に

開かれた神社仏関があることから、古い時代からの

歴史のある町です。指定文化財だけでも国宝 1件、

国指定文化財 10件、県指定文化財 18件、町指定

文化財 87件の文化財があります。

数多 くの文化遺産がある我がまちの中でも誇るベ

き文化財として「向羽黒山城跡」があります。向羽

会津美里町教育委員会

黒山城跡は、戦国大名の麿名盛氏によって築城 さ

れ、戦回時代の山城の変遷を考える上で重要な遺跡

である、として平成 13年 に国史跡に指定されまし

た。指定後は、城の残存状況確認のための発掘調査

を行い、現在では戦国時代の山城の雰囲気を体感で

きるような史跡として活用するための整備事業を行

っています。

一般的に「城」と聞くと、天守関、高い石垣、水

を湛えた堀がイメージされますが、向羽黒山城には

それらの設備は見られず、一見、単なる山に見えな

がらも、内部は自然地形を巧みに利用 した堀や土

塁、虎日、斜面を造成して作 り出した平坦面などが

築かれ、山全体がまるで要基のようです。その巨大

さゆえ、まだ未知の部分も多く、謎を秘めた城とい

えます。

今年度に入り「続日本 100名城」にも選定され、

近年の城ブームに乗 り、ますます注目されるものと

思います。

向羽黒山城跡をさらに深 く知っていただける施設

として「向羽黒山城跡整備資料室 (向羽黒ギャラリ

ー)」 があります。館内には、これまでの発掘調査

の状況や城の痕跡 を示す写真パネルや城の立体模

型、盲名氏に関する資料などが展示されています。

向羽黒山城の謎解きにぜひおいで下さい。

淀跡的城
雑山毎里

小
は羽い胸
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